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「怒っちゃいけないと思いつつ、怒っちゃうんです
よね。猪俣さんはどうしていますか？」
「私、怒りますよ。怒っていいんですよ。それがそ
の人にとっても会社にとっても大切なことでしたら。」
企業で「部下指導にコーチングを活かす」類の研修
を行いますと、参加者やオブザーブで入っていらっ
しゃる上役の方から、このような質問を受けることが
多々あります。
上司が部下を怒る、どんどんしてほしいと思いま
す。
ただ、それが相手の成長を促すように機能するには
条件が２つあると思います。ひとつめは、そこに相手
への愛情をめいっぱい注ぎ込むことです。批判や評価
がたとえ少しでも入っていると、不思議なことに相手
に伝わっていきます。結果、相手との溝はもっと深く
なっていくでしょう。ふたつめは、相手のビジョンを
自分も共有していることです。相手が目指している姿
に対して、今の状態がどれくらいギャップがあるの
か、そのギャップをあなたは必ず自分の力で埋めるこ
とができると、そう信じたうえで怒ったことは必ず相
手の行動に変化を及ぼします。
このことについて体験をお話ししたいと思います。
それは今年の１月に担当した２日間のキャリアプラニ
ングセミナーでのことです。このセミナーは、20代～
30代の未就職者が対象で、中小企業の幹部候補生に
までなれるよう、３ヶ月間みっちり学ぶプログラムの
中に位置づけられているものでした。
さて、初日から私は参加者Ａさんの態度がとても気

になっていました。というのも、講師の私と正面に向
き合って座っているにもかかわらず欠伸の連続だった
からです。しかも大きく大きく口を開け、目を潤ませ
ながら欠伸しているその態度がとても気になりまし
た。まぁ、何日か研修も続き疲れも出ている頃なのだ
ろうと、その時はそのままやり過ごしたのですが。
そして２日目です。グループごとの話し合いの時間
中、たまたまＡさんが入っているグループの他のメン
バーから質問をいただき、私はＡさんの近くで話をし
ていました。Ａさんとの距離は50センチくらい。それ
ぐらいの近い距離でありながら、Ａさんはまたもや大
きな欠伸をしているではないですか。口を手で隠すこ
ともなく、その様はまるで動物園のカバの「欠伸」を

思い出させるほどでした。そんなＡさんを講師として
相手にしないことももちろんできましたが、一瞬にし
て思いました。「このままにしておいてはいけない。」
と。
「こらっ」、私は両手に渾身の思いをこめてＡさんの
両肩に「ばんっ」とその手をおきました。「何やって
いるの！　あくびをするのは構わないよ。自然に出る
ものだからね。けれども側にいる人や講師にわからな
いようにする、気をつかうというのがマナーっていう
もんでしょ！」
Ａさんは、とっさのことに何のことかわからず、瞬
きもせずきょとんとした表情、身体も硬直状態になっ
ています。それもそうでしょう。こんなふうにされた
ことなんて今までなかったでしょうからね。でも、こ
れから企業で働こうとする若者です。働きたいからこ
のセミナーに申し込んだわけで、だからこそ研修中で
あっても既に働いているつもりで受講してほしいと思
いました。何よりも見られている自分を意識すること
が、彼にとってとても大事なことになってきます。企
業の一員になったときに、上司の前で、お客様の前
で、職場の同僚の前で、眠いからといってこのように
欠伸をするようでは、周囲から信頼や信用を得ること
なんて到底できないでしょう。
同じグループの４人のメンバーはそんなＡさんを見
て大笑い。それから何事もなかったかのようにグルー
プ内での質疑応答は続きました。しかし、驚いたこと
にそれまでぼぉっと聞いていただけの彼が、自分が
知っている情報を積極的に話し始めたのです。顔の表
情もぴりっと引き締まり、話す声にもスピードがあり
力がこもっています。「大丈夫、彼はようやく目が覚
めた。」そう思い私は笑顔でそのグループを去りまし
た。
相手の何かを変えてほしいのならば、本気で相手の
ことを思い、愛情をもってかかわること。その気持ち
が相手の心を必ず動かし、行動までも変えていくと私
は信じています。人はそうした自分への期待にこたえ
ながら成長していくのではないでしょうか。「怒る」
とは、私にとっては相手への最大のリクエスト表現に
ほかなりません。
あなたは、相手の成長を最大限に引き出すために何
をしていますか？　これから何をしますか？
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